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越水を想定した

河川堤防強化にあたっての論点





施設能力を超える洪水の頻発
→並行して、越水を想定した堤防強化対策 2

○ 洪水を計画高水位以下で安全に流すという従来の基本的な考え方に対し、越水を想定した堤防強化を計画上
どう位置づけるか。

計画高水位

計画高水位

計画高水位

計画高水位

計画高水位

計画的に実施されている治水対策
洪水位を計画高水位以下に下げ、安全に洪水を流す

越水を想定した河川堤防強化にあたっての論点



○ 河川堤防の強化のための、同一氾濫域における長大な区間にわたる新たな用地取得は、費用に加え、沿川
住民の理解と協力を得る必要があり、時間を要することが想定される。
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事業着手前（昭和６２年撮影） 事業実施中（平成１７年撮影）

新堤防

現堤防

〔引堤事業の事例〕
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都幾川６．２K左岸

【場の分類】 概ね直線
【越水深】 約１０ｃｍ
【越流時間】 約８時間

【補足解説】
・危機管理型ハードは、

H29年度施工。
・長時間の越流に耐えたが、
川裏法肩から裏法ブロックにかけて侵食有り。

位置図
標準断面図

約２．７m

A.P.+30.8m

A.P.+28.1m
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○ 危機管理型ハード対策実施箇所での今次出水における越流箇所では、浅い水深ながらも長時間の越流に耐
えたが、法面部には侵食が見られ、越流の規模によっては侵食が拡大する可能性が考えられる。
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裏法面をシートやブロック等で被覆した堤防 １００～１５０万円／ｍ程度
※堤防高10m程度
※シートやブロックは材質や厚み等により費用が上記から増減する（一般的な厚み12cmの張ブロックで試算）

危機管理型ハード対策 １０～３０万円／ｍ程度

のり尻保護
（ブロック）

天端保護

吸出防止材
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裏法面の保護：シート、ブロック

覆土の代わりにブロックを設置した場合
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○ 長大な区間にわたる河川堤防の強化には、経済性が求められる。

裏法尻にドレーン工、
裏法面にシートを設置し覆土した場合

覆土 ブロックブロック

裏法面の保護：シート、覆土

のり尻保護
（ブロック、ドレーン工）

※既設土堤に強化する部分（ ）の費用
※発注額ベース、調査設計費用は含まない
※堤防の大きさ等により費用は上記から増減する



○ コンクリート等の剛体により土堤法面を被覆した場合、沈下等による内部盛土の空洞化に対して、維持管理上
の注意を払う必要がある。

不同沈下による空洞化

雨水等による吸い出
しに伴う空洞化
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○ 強化資材間に多数存在する接続部の強度や資材の耐久性を点検し、状況に応じて修繕・修復する必要がある。
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侵食が進行越流水が資材接続部から下に入り込む

強化資材の接続（重ね）部が弱い場合の侵食
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○ 剛体等のコアを設置する工法は堤体との材質の相違による空隙の発生が懸念される。
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①我が国の堤防は地盤条件が比較的悪いところに施工されることが
多く、長期的に変形する可能性がある。

②地震の作用を受けることが通常であり、盛土内に異物が混入した
場合にはそこに剥離、空洞化が発生しやすくなる可能性がある。

長大な河川の堤防においては、堤防の
内部構造を明確にすることが難しく、①②
などの問題を持つ弱点箇所が発生する
可能性が高くなる。



１．計画に関する論点
• 洪水を計画高水位以下で安全に流すという従来の基本的な考え方に対し、越水を想定
した堤防強化を計画上どう位置づけるか。

• 河川堤防の強化のための、同一氾濫域において長大な区間にわたる新たな用地取得。

２．設計に関する論点
• 危機管理型ハード対策実施箇所での今次出水における越流箇所では法面部に侵食が
見られた。

• 長大な区間にわたる河川堤防の強化には、「経済性」「状態監視や修繕・復旧の容易性」
「長期的な機能の継続性」などが求められる。

３．維持管理上に関する論点
• 裏法面を被覆した工法は、沈下等による内部盛土の空洞化、強化資材や接続部の耐久
性、点検・修繕のしづらさなどが指摘されている。

• 越水対策として堤体内部に剛体等のコアを設置する工法は堤体との材質の相違による
空隙の発生が懸念される（その監視も困難）。
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